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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２５年５月２３日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐡 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突 

発生日時 平成２４年６月１９日 ２２時２３分ごろ 

発生場所 京浜港横浜第３区  

 神奈川県横浜市所在の横浜大黒防波堤東灯台から真方位１９０°９

９０ｍ付近 

 （概位 北緯３５°２６.８′ 東経１３９°４２.３′） 

事故調査の経過  平成２４年６月２０日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 貨物船 GOLD
ゴールド

 MENAM
メ ナ ム

（パナマ共和国籍）、９,９９９トン 

   ９１４１２０９（ＩＭＯ番号）、MI-DAS LINE S.A.（パナマ共 

和国籍） 

   １２８.００ｍ×２１.５０ｍ×１４.００ｍ、鋼 

   ディーゼル機関、５,２９５kＷ、１９９６年６月２８日 

Ｂ 貨物船 海運
かいうん

丸、４９８トン 

   １３５０９１、南光汽船株式会社 

   ７５.２３ｍ×１２.００ｍ×７.１０ｍ、鋼 

   ディーゼル機関、１,４７１kＷ、平成７年７月１８日 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ（フィリピン共和国籍） 男性 ５９歳 

   締約国資格受有者承認証 船長（パナマ共和国発給） 

    交付年月日 ２０１１年７月２８日 

          （２０１６年７月４日まで有効） 

Ｂ 船長Ｂ 男性 ５２歳 

四級海技士（航海） 

    免 許 年 月 日 平成８年１０月３日 

    免 状 交 付 年 月 日 平成２３年７月１９日 

    免状有効期間満了日 平成２８年１０月２日 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 左舷船尾部外板に破口 

Ｂ 船首部に凹損、左舷錨及び左舷錨鎖５.５節喪失 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａほか１９人が乗り組み、空倉の船首約２.８４ｍ、

船尾約５.００ｍの喫水により、平成２４年６月１９日０９時３５分
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ごろ、台風４号の接近に伴う避泊のため、京浜港横浜第３区Ｙ１錨地

内において右舷錨を投じ、錨鎖６節を伸出して錨泊を始めた。 

 船長Ａは、他船との距離をとるために１２時５７分ごろ、水深約２

０ｍ（底質泥）の所に移動して右舷錨を投じ、錨鎖を７節伸出して再

び錨泊を開始した。 

 船長Ａは、風勢が増したことを認め、２１時０５分ごろ昇橋して機

関の準備を行い、三等航海士及び甲板員と共に周囲の見張り及び船位

の確認を行っていたところ、２２時０７分ごろＡ船が走錨し始めてＢ

船との距離が約０.１６～０.１８海里（Ｍ）になっていることを認

め、機関を使用しながら、揚錨を開始した。 

 船長Ａは、機関を使用しながら、錨鎖を４節まで揚げた２２時２３

分ごろＡ船の左舷船尾部とＢ船の船首部が衝突した。 

 Ａ船は、その後、揚錨を完了して移動し、翌日０２時４０分ごろ横

浜ＹＬ１錨地に再々投錨した。 

 Ｂ船は、船長Ｂほか４人が乗り組み、ふすま（小麦のぬか
．．

）約７５

０ｔ及び海水バラスト約４０９ｔを積み、船首約３.２５ｍ、船尾約

４.３０ｍの喫水により、１３時５０分ごろ、台風４号の接近に伴う

避泊のため、Ｙ１錨地内においてＡ船の左舷後方０.２５Ｍ付近に左

舷錨を投じ、錨鎖６節を伸出して錨泊を始めた。 

 船長Ｂは、甲板作業を終え、１８時００分ごろから船橋において１

人で守錨当直を開始し、２０時ごろから風勢が増したことを認め、

０.２５Ｍレンジでオフセンターとして船首方を約０.５Ｍまで表示さ

せたレーダー１台及び陸岸が表示できるように０.５Ｍレンジとした

レーダー１台を使用して見張りを続けた。 

 船長Ｂは、２２時少し前、レーダーにより、Ａ船の走錨を認知し、

「東京湾海上交通センター（東京マーチス）」にＶＨＦ無線電話で外

国船が走錨している旨を連絡し、２２時１５分ごろＢ船の走錨に備え

て機関長Ｂに機関の準備を命じた。 

 船長Ｂは、２２時１８分ごろ、南～南南東方に向いたＢ船の船首約

０.２Ｍにおいて、Ａ船が舷灯を点灯して左方に航行していることを

認め、Ａ船は通過するものと思っていたが、その後、Ａ船の船首が強

風に圧流されて風下のＢ船に接近することに気付き、Ａ船の船橋に向

けて注意喚起信号のつもりで探照灯を照射したが、揚錨することも、

機関を使用することもできずにＡ船と衝突した。 

 船長Ｂは、２２時２３分ごろＡ船と衝突した旨を東京マーチスに連

絡した。 

 気象・海象 

 

 

気象：天気 雨、風向 南南東、風力 ７（２２時１０～２０分：最 

大瞬間風速２７.０m/s）、視界 良好、台風４号が関東北部を 

北東進中 

海象：潮汐 下げ潮の末期、波高 約４ｍ 
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警報等の発表： ６月１９日１６時１２分に横浜地方気象台から、横

浜市及び川崎市に暴風警報、波浪警報及び高潮注意報

が発表されていた。 

１６時１５分に京浜港長から京浜港付近に錨泊中の

船舶に対し、走錨注意情報が発表されていた。 

 その他の事項 

 

 Ａ船は、錨鎖を左右各９節保有していた。 

Ｂ船は、錨鎖を左右各９節保有していた。 

船長Ａは、Ｂ船にはＡＩＳが搭載されておらず、また、Ｂ船の船体

に表示された船名が日本語（漢字）であったので、Ｂ船の船名が分か

らず、ＶＨＦ無線電話による呼出しを断念した。 

船長Ｂは、Ａ船の呼出しを行わなかった。 

民間会社が受信した船舶自動識別装置（ＡＩＳ）の情報記録による

Ａ船の運航状況は、付表１のとおりであった。 

（付表１ Ａ船のＡＩＳ情報記録 参照） 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ あり Ｂ あり 

Ａ あり Ｂ なし 

Ａ あり Ｂ あり 

 Ａ船は、台風４号の接近により、暴風警報、波浪警報及び高潮注意

報が発表されていた京浜港横浜第３区において単錨泊中、２１時５０

分ごろから走錨が始まったものと考えられる。 

Ａ船は、当直中の船長Ａが、２２時０７分ごろＡ船の走錨に気付

き、揚錨しながら機関を使用したが、揚錨を完了する前に風及び波浪

により、船首部が圧流されてＢ船に接近する状況となり、Ａ船の左舷

船尾部とＢ船の船首部が衝突したものと考えられる。 

Ｂ船は、台風４号の接近により、暴風警報、波浪警報及び高潮注意

報が発表されていた京浜港横浜第３区において単錨泊中、風上のＡ船

が走錨してＢ船に向けて圧流されながら、接近していることに気付

き、Ａ船に向けて探照灯を照射したものと考えられる。 

Ｂ船は、船長Ｂが機関の準備を機関長に命じていたが、直ちに使用

できる状況ではなかったものと考えられる。 

本事故発生場所付近では、台風４号の接近に伴い風が強まり、うね

り及び風浪が高まってＡ船の走錨が始まった頃には、風力７（最大瞬

間風速２７.０m/s）の南南東風が吹いていたものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、台風４号の接近により、暴風警報、波浪警報及び

高潮注意報が発表されていた京浜港横浜第３区において、Ａ船及びＢ

船が共に単錨泊中、Ａ船が走錨したため、揚錨しながら機関を使用し

たが、揚錨を完了する前に風及び波浪により、船首部が圧流されてＢ

船に接近する状況となり、Ａ船の左舷船尾部とＢ船の船首部が衝突し

たことにより発生したものと考えられる。 
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参考 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・他船との衝突の危険が生じた場合には、操船信号、警告信号及び

ＶＨＦ無線電話等を活用して相手船との意思疎通を図ること。 

・走錨の危険が生じた場合には、当直体制を複数人の配置にすると

ともに、機関を使用できるようにしておくこと。 

・ＡＩＳを搭載しない日本籍船は、船体の船名表示にアルファベッ

トによる表示を追加することが望ましい。 

 

 

 

 

付表１ Ａ船のＡＩＳ情報記録 

平成２４年６月１９日 

時刻 

（時:分:秒） 

北 緯 

（度-分-秒） 

東 経 

（度-分-秒） 

船首方位 

（真方位） 

（°） 

対地針路 

（真方位） 

（°） 

対地速力 

（ノット） 

12:57:04 

 

35-26-35.2 139-42-30.3 213 213.4 1.5 

13:37:57 

 

35-26-38.4 139-42-25.7 156 255.4 0 

21:49:55 

 

35-26-41.6 139-42-23.0 158 278.6 0.8 

21:58:55 

 

35-26-41.7 139-42-23.1 137 068.3 1.1 

22:07:55 

 

35-26-50.7 139-42-20.3 144 004.3 1.4 

22:23:00 

 

35-26-55.1 139-42-18.1 099 008.0 3.0 

 

 




